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まえおき

本稿は、研究IR（Institutional Research）に

関する研究です。

研究者の実験や研究の成果を「見える

化」したり、さらに活用するための戦略

を立案するための情報を提供する活動で

す。
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まえおき： 研究 I R 活動の例
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経済学分野の論文数の国際比較 (WoSを使用)

Yang Sheng, Yuji Mizukami, “A Study on Evaluation of University Research Abilities in Three Countries of Japan,

China and the United States by Analysis of Network Theory”, JAMS International Conference on Business &
Information 2017, Online, 4 pages, 2017, Nagoya, Japan This document is provided by JAXA.



はじめに（１）

人工衛星・探査機から得られる様々な観

測データは広く活用が期待されている。

一方、宇宙開発プロジェクトは大規模な

事業であるため、その学術的貢献につい

ては、国会をはじめあらゆる場面で説明

が求められている。
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はじめに（２）

本稿では、観測データを用いた論文に着

目、その量や質をもとにして宇宙開発プ

ロジェクトの成果の見える化を促進、学

術的貢献の補足的な説明資料となる客観

的情報を用意することを目標としている。
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はじめに（３）

本稿の分析では、宇宙開発プロジェクト

の論文を収集、それら論文の要旨にテキ

ストマイニング分析を施して特徴を抽出

する。次に各論文の特徴を集め、宇宙開

発プロジェクトの研究の広がりと方向性

を示すことを目的としている。
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分析対象

Ｘ線天文衛星SUZAKUプロジェクトの探査

データを用いた論文を分析対象とした。
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X線天文衛星「SUZAKU」

http://www.isas.jaxa.jp/missions/spacecraft/others/suzaku.html

• 宇宙論的な遠距離にある天体のＸ線観測、

宇宙の高温プラズマのＸ線分光観測

• 2005年に打ち上げ、2015年に観測終了

打上げロケットの不具合によっ

て 軌 道 投 入 で き な か っ た

ASTRO-Eの再挑戦をかけたX線

天文衛星
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分析データ

論文情報は、書誌データベースの Web

of Science Core Collection を使用する。
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SUZAKU 関連論文

は、 2001 年 -2019

年の18年間で1419

本であった。
SUZAKU関連論文の年別変化
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y = -0.0022x4 + 0.2372x3 - 5.9782x2 + 49.246x
R² = 0.7492

打ち上げ

運用停止

WoS 検索条件： (TS=(SUZAKU) OR TS=("ASTRO-E II") OR
TS=("ASTRO-E 2") OR TS=("ASTROE II") OR TS=("ASTROE 2") OR
TS=("ASTROEII") OR TS=("ASTROE2") OR TS=("ASTRO-EII") OR
TS=("ASTRO-E2")) AND 言語: (English) AND ドキュメントタイ
プ: (Article OR Review)
索引=SCI-EXPANDED, SSCI, A&HCI, ESCIタイムスパン=全範囲
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分析手法（データ抽出）

テキストマインニングを用いる。テキストマ

インニングでは、テキストデータに対して、

自然言語解析の手法を使って、文章を単語

（名詞、動詞、形容詞等）に分割し、それら

の出現頻度や相関関係を分析することで有益

な情報を抽出する手法である。
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共起ネットワーク

10サブグラフ検出： modularity
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分析手法（統計分析）

テキストマインニングで得られた単語情報に

対して対応分析を施す。対応分析は、一般的

にコレスポンディング分析と言われ、クロス

集計結果を2次元の散布図に展開する手法で

ある。質的多変量解析の一種であり、数量化

Ⅲ類と同等の分析が可能である。
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分析結果（対応分析）

12論文要旨情報の対応分析（2006-
2018）

2012年3月21日打上げ

活動銀河核

超新星と超新星残骸
X線CCDカメラ
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考察（１）
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考察（２）
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掲載年における論文数と対応分析の原点からの距離
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まとめ（１）

• 人工衛星・探査機の測定データの活用度を論文

数とその特徴で表すことを目指しテキストマイ

ニング分析の適用を試行した。

• Ｘ線天文衛星SUZAKUプロジェクトの情報を用

いた。

• SUZAKU論文は、年代別にXIS,NGC,AGN,SNRにそ

の特徴が移行している。
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まとめ（２）

• オープンデータの活用度が低いことがある。

• ２０１３年にＡＧＮ関連論文が特徴的に多く発

表されている。

• SUZAKU論文の減少と共にNuSTAR論文が増加し

ている。
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まとめ（３） 今後の方向性

• オープンデータの活用度を高めるにはどうすれ

ばよいのか検討する。

• ２０１３年にＡＧＮ関連論文が特徴的に多く発

表されているが、その傾向が一過性であった理

由を調査する。
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まとめ（４） 今後の方向性

• 本稿が適用したテキストマイニング分析は、分

析が容易であり、分析時間が短い特徴がある。

手法の精度向上などの深化が必要と考えるが、

分析時間が短い特徴を活かして、月報用簡易分

析など、その活用方法を模索することがある。
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